平成25年2月改定

「千葉県共用がん地域医療連携パス」運用の手引き
＜前立腺がん＞

１．目的　
千葉県共用がん地域医療連携パス＜前立腺がん＞（以下、「連携パス」という。）は、患者に安心で質の高い医療を提供するため、計画策定病院（専門医）と連携医療機関（診療所等）が患者の治療経過を共有するためのツールとして活用されることを目的としています。
なお、本パスは今後、変更の可能性があります。

２．連携パスの構成　
連携パスは、診療計画表と診療経過表で構成されています。
（１）連携パスの種類

前立腺がんの連携パスは、診療内容別に、次の５つのパスからなっています。

＜前立腺がん検診パス＞
①　前立腺がん検診
＜前立腺がん治療パス＞
②　前立腺全摘除術
③　放射線療法
④　内分泌療法単独
⑤　前立腺全摘除術後内分泌療法
（２）連携パスの書式

前立腺がんの連携パスの書式は、前立腺がん検診パス用と前立腺がん治療パス用とがあります。

＜前立腺がん検診パス＞
	診療計画表
	PSA検査で前立腺がんが疑われる患者に対する精密検査の計画、及び、かかりつけ医と精密検査医療機関の診療役割分担を記載したもので、かかりつけ医が作成し、患者や家族へ説明し交付します。
· 精密検査医療機関で精密検査を行った後、診療計画の途中からパスの適用を開始する場合は、精密検査医療機関が作成し、患者や家族へ説明し交付します。

	診療経過表
	患者の基本情報、精密検査医療機関での検査結果、かかりつけ医での検査結果（経過観察になった場合）を記載し、医療機関同士が診療の経過を共有するものです。　

　精密検査医療機関　記入　

→　患者氏名等の基本情報欄

→（精密検査医療機関記載欄）外来検査欄、入院検査欄、診断結果欄、病期・治療法欄
→（かかりつけ医記載欄）PSA検査の検査間隔欄、精密検査医療機関への再紹介の基準欄
　かかりつけ医　記入　

→（かかりつけ医記載欄）PSA検査の結果欄

（記載方法）

・PSA値等、バリアンスの判断に必要な診察、検査は必ず記載する。
　・必要に応じて、データを添付する。


＜前立腺がん治療パス＞
	診療計画表
	患者の入院中に行われた治療や、退院後の受診や検査・治療の予定、及び、計画策定病院と連携医療機関の診療役割分担を記載したもので、計画策定病院（専門医）が作成し、患者や家族へ説明し交付します。
（診療計画の記載方法）

・● は計画策定病院で必ず診察する。
・○ は連携医療機関で診察するが、あらかじめ●に変更し、計画策定病院で診療する計画にしてもよい。
・（　　）は必須ではなく、状況に応じて診察することとする。

	診療経過表
	患者の基本情報や、退院後に計画策定病院（専門医）と連携医療機関（診療所等）での受診の結果（検査や診療等）を記載し、医療機関同士が診療の経過を共有するものです。　
　計画策定病院（専門医）記入　
→（診療経過表-1）患者氏名、入院時や退院時の状況等の基本情報欄
　→（診療経過表-2）退院後の計画策定病院（専門医）での受診結果欄
　連携医療機関（診療所等）記入　

　→（診療経過表-2）連携医療機関（診療所等）での受診結果欄
（記載方法）
・PSA値等、バリアンスの判断に必要な診察、検査は必ず記載する。

・血算・生化学検査の結果は、□正常、□異常のどちらかにチェックし、異常の場合は数値を記載する。

　・検査の結果が正常な場合や、記載しきれない場合は、「別添」と記載してデータを添付する。

　・設定されている診察、検査の項目以外に実施した場合の結果は、余白欄を使用するか、余白欄に別添と記載しデータを添付する。


３．運用の方法　　

（1） 連携パスの適用開始
＜前立腺がん検診パス＞
このパスは、前立腺がんのスクリーニング検査で前立腺がんが疑われ、精密検査が必要な患者に適用を開始します。

	パスの適用条件
	前立腺がん検診【PSA値：4.0ng/mlを超える値】


※　かかりつけ医は、患者に対して精密検査医療機関と連携して診療を行う旨を説明します。
また、このパスは、精密検査医療機関が精密検査を行った結果、前立腺がんの診断には至らなかったが、定期的な検査が必要と判断された患者に対しても、診療計画の途中から適用を開始することができます。

※　その場合は、精密検査医療機関が、患者に対してかかりつけ医と連携して診療を行う旨を説明します。
＜前立腺がん治療パス＞
このパスは、連携医療機関（診療所等）での診療が可能な前立腺がん患者に適用を開始します。

	パスの適用条件
	前立腺全摘除術【PSA値：0.2ng/ml未満】

放射線療法【PSA値：2.0ng/ml未満】
内分泌療法単独【PSA値：1.0ng/ml未満】

前立腺全摘除術後内分泌療法【PSA値：0.2ng/ml未満】


※　計画策定病院（専門医）は、患者に対して連携医療機関（診療所等）と連携して診療を行う旨を説明します。
（２）運用の手順
＜前立腺がん検診パス＞

1 かかりつけ医
ア 診療計画表、診療経過表の作成

かかりつけ医は、PSA検査で前立腺がんが疑われる患者に対して、患者の同意を得た上で診療計画表を作成します。

イ 患者への診療計画表の交付

かかりつけ医は、PSA検査で前立腺がんが疑われる患者に対して、診療計画表について説明し、交付します。

ウ 精密検査医療機関への診療計画表の写しの送付

かかりつけ医は、患者に交付した診療計画表の写しを精密検査医療機関へ送付します。

なお、精密検査医療機関への送付は、当該書類を患者へ持参させる、直接郵送するなど、適宜柔軟に運用するものとします。

2 精密検査医療機関
ア 診療経過表の作成

精密検査医療機関は、精密検査後に、診療経過表を作成し、患者に対して説明します。また、患者から求めがあった場合は、診療経過表の写しを交付します。
イ かかりつけ医への診療経過表の送付

精密検査医療機関は、精密検査後に、診療経過表をかかりつけ医へ送付します。

なお、かかりつけ医への送付は、当該書類を患者へ持参させる、直接郵送するなど、適宜柔軟に運用するものとします。

※　精密検査後に診療計画の途中からパスを適用する場合、精密検査医療機関は、患者の同意を得た上で診療計画表を作成し、患者に対して説明し、交付します。また、診療計画表の写しを、診療経過表と共にかかりつけ医へ送付します。

3 かかりつけ医
ア 診療経過表の保管

かかりつけ医は、精密検査医療機関から送付された診療経過表をカルテに保管するとともに、患者の診察時に随時該当項目に記入し・保管するものとします。

イ 精密検査医療機関への診療経過表の送付（患者が精密検査医療機関を受診する時）

かかりつけ医は、診療経過表に記載された精密検査医療機関再受診の基準に従い、患者が精密検査医療機関外来を受診する時には、患者の同意を得た上で、診療経過表を精密検査医療機関へ送付します。

なお、精密検査医療機関への送付は、当該書類を患者へ持参させる、直接郵送するなど、適宜柔軟に運用するものとします。

ウ 精密検査医療機関への診療経過表の送付（連携パスの運用期間終了時）

かかりつけ医は、運用期間終了後、診療経過表を精密検査医療機関へ送付します。

なお、精密検査医療機関への送付は、直接郵送または、ファックスなど、適宜柔軟に運用するものとします。

4 患者

患者は、診療計画表及び診療経過表の写しを保管・管理するものとします。

5 その他

精密検査医療機関及びかかりつけ医は、他方の医療機関への連携パスの送付時には、適宜控えをとるなど当該パスの紛失等に備えるものとします。

＜前立腺がん治療パス＞

1 計画策定病院（専門医）
ア 診療計画表、診療経過表の作成

計画策定病院（専門医）は、患者に対して、患者の同意を得た上で診療計画表、診療経過表を作成します。

イ 患者への診療計画表の交付

計画策定病院（専門医）は、患者に対して、診療計画表について説明し、交付します。

※ その他、患者に診療経過表の写しを交付することも可能です。
ウ 連携医療機関（診療所等）への診療計画表の写し、診療経過表の送付
計画策定病院（専門医）は、連携パス適用開始時に、患者に交付した診療計画表の写し、診療経過表を連携医療機関（診療所等）へ送付します。

なお、連携医療機関（診療所等）への送付は、当該書類を患者へ持参させる、直接郵送するなど、適宜柔軟に運用するものとします。
2 連携医療機関（診療所等）
ア 診療計画表の写し、診療経過表の保管

連携医療機関（診療所等）は、計画策定病院（専門医）から送付された診療計画表の写し、診療経過表をカルテに保管するとともに、患者の診察時に随時該当項目に記入し、保管するものとします。

イ 計画策定病院（専門医）への診療経過表の送付（患者が計画策定病院受診する時）

連携医療機関（診療所等）は、患者が計画策定病院（専門医）外来を受診する時には、患者の同意を得た上で、診療経過表を計画策定病院（専門医）へ送付します。
なお、計画策定病院（専門医）への送付は、当該書類を患者へ持参させる、直接郵送するなど、適宜柔軟に運用するものとします。
ただし、「がん治療連携指導料」について診療報酬請求する場合には、診療計画に基づく診療を行う都度、診療経過表の原本または写しを計画策定病院（専門医）へ送付する必要があります。なお、がん治療連携指導料の算定は、計画策定病院（専門医）で「がん治療連携計画策定料」を算定した患者のみが対象となります。
ウ 計画策定病院（専門医）への診療経過表の送付（連携パスの運用期間終了時）

連携医療機関（診療所等）は、運用期間終了後、診療経過表を計画策定病院（専門医）へ送付します。
なお、計画策定病院（専門医）への送付は、直接郵送または、ファックスなど、適宜柔軟に運用するものとします。
3 患者

患者は、診療計画表及び診療経過表の写しを保管・管理するものとします。

4 その他

計画策定病院（専門医）及び連携医療機関（診療所等）は、他方の医療機関への連携パスの送付時には、適宜控えをとるなど当該パスの紛失等に備えるものとします。












（３）連携パスの作成・保管一覧
＜前立腺がん検診パス＞

	
	精密検査医療機関
	かかりつけ医
	患　者

	診療計画表
	写しを保管
	１．作成

２．患者へ交付、写しを精密検査医療機関へ送付

３．写しを保管
	保管

	診療経過表
	１．作成

２．かかりつけ医へ原本を送付

３．患者が受診した時は、写しをとっておく。

４．パス運用終了時は、原本を保管。
	１．原本を保管（パス運用中）

２．患者が精密検査医療機関へ受診する時は、同病院へ送付。

３．パス運用終了時、原本を精密検査医療機関へ送付。 
	提供があった場合、写しを保管

	
	· 患者から求めがあった場合、写しを渡す。
	


· 精密検査医療機関が診療計画の途中からパスを適用する場合

	
	精密検査医療機関
	かかりつけ医
	患　者

	診療計画表
	１．作成

２．患者へ交付、かかりつけ医へ写しを送付

３．写しを保管
	写しを保管
	保管

	診療経過表
	１．作成

２．かかりつけ医へ原本を送付

３．患者が受診した時は、写しをとっておく。

４．パス運用終了時は、原本を保管。
	１．原本を保管（パス運用中）

２．患者が精密検査医療機関へ受診する時は、同病院へ送付。

３．パス運用終了時、原本を精密検査医療機関へ送付。 
	提供があった場合、写しを保管

	
	· 患者から求めがあった場合、写しを渡す。
	


＜前立腺がん治療パス＞

	
	計画策定病院

（専門医）
	連携医療機関
（診療所等）
	患　者

	診療計画表
	１．作成
２．患者へ交付、写しを連携医療機関へ送付
３．写しを保管
	写しを保管
	保管

	診療経過表
	１．作成

２．適用開始時、連携医療機関へ原本を送付

３．患者が受診した時は、写しをとっておく。

４．パス運用終了時は、原本を保管。
	１．原本を保管（パス運用中）

２．患者が計画策定病院へ受診する時は、同病院へ送付。

３．パス運用終了時、原本を計画策定病院へ送付。 
	写しがあれば保管

	
	· 患者から希望があれば、写しを患者に渡す。
	


（４）バリアンス例（逸脱例）
連携医療機関（診療所等）において、診療経過表に記載された項目に異常を認めた場合は計画策定病院（専門医）への紹介を推奨します。
診療経過表に示した条件以外の場合でも診療上不明な点は計画策定病院（専門医）にお問い合わせください。
また計画策定病院（専門医）は連携パスの適用を中止する逸脱バリアンスとすべきか、診療後再び連携医療機関（診療所等）に管理を依頼するかを判断してください。

（５）患者の緊急時の対応　
患者の緊急時などは、患者の状態及びこれまでの治療経過等を踏まえ、連携医療機関（診療所等）と計画策定病院（専門医）が連絡をとり、適宜適切な対応をとることとします。
（６）連携パスの運用期間
	パスの運用期間
	前立腺がん検診【期間を定めず】

前立腺全摘除術【術後10年間】

放射線療法【期間を定めず】

内分泌療法単独【期間を定めず】

前立腺全摘除術後内分泌療法【期間を定めず】


当該期間満了後または、パスでの診療を中止した時点で連携医療機関（診療所等）は、診療経過表を計画策定病院（専門医）へ送付します。

期間満了の場合でその後も、連携医療機関（診療所等）と計画策定病院（専門医）が双方連携のもと、継続して連携パスを運用していくことも可能とします。
４．連携医療機関（診療所等）と計画策定病院（専門医）との連携　

連携医療機関（診療所等）と計画策定病院（専門医）は、相互に連携を図り、パスの円滑な運用と患者のパスの脱落防止に努めるものとします。
５．その他　

本パスは、千葉県がん診療連携協議会が千葉県医師会の協力により作成したものです。

地域の実情に応じて改良し、ご活用いただくことも想定しております。

なお、改良された場合は、「千葉県共用地域医療連携パス専用ホームページ」（http://www.renkei-path.org/）へ改良に関する情報をご提供くださるようお願いいたします。

－適用開始時のパスの流れ－


　　　　　　　　　　　　








計画策定病院（専門医）


診療計画表（写し）作成


診療経過表　作成








　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　





　患者さん　


診療計画表（原本）保管





　連携医療機関　


診療計画表（写し）保管


診療経過表（原本）保管





交 付





送 付


（または患者が持参）





－退院後の通院でのパスの流れ－　　　　　　


（例）





　（退院後１ヶ月）　　（退院後２ヶ月）　　（退院後３ヶ月）　  （退院後４ヶ月）





 患者さん        患者さん       患者さん       患者さん 








　連携医療機関　　　   　連携医療機関　　    計画策定病院（専門医）　 　連携医療機関　


診療経過表に記入し、　     診療経過表に記入し、　     診療経過表に記入し、　    診療経過表に記入し、


保管。　　　　　　          専門医へ送付。               かかりつけ医へ送付。      保管。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  写しを保管しておく。　

















＊診療経過表は、パス運用期間終了時に専門医に送付する。








受  診





受  診





受  診





受  診





保 管





送 付


（または患者に渡す）





送 付


（または患者に渡す）
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